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第１回RFP　共通技術／課題解決型

可燃性ガスが生じることがない

無機固体電解質を使用しているため以下の
特長を有する

探査ハブ研究では、厳しい高温・低温環
境耐性、ならびに高容量化に関して、こ
れまでの実績（温度範囲： －40℃～
+100℃、容量： 数Ah）を上回る性能の
実現を目標とする。

本電池の特長・研究目標 適用先、事業化構想

● 高い安全性

同一パッケージ内で積層でき、
高電圧、高容量化が可能

● 高エネルギー密度

液式の同電池とは異なり、電解質の凍結や蒸発がな
く、低温から高温まで動作可能

● 幅広い使用温度範囲

リチウムイオンのみを移動させるため、副反応が抑
制され、劣化の少ない安定な動作が可能

● 長寿命

今後、成長が見込まれる蓄電池３分野への
用途を検討中

併せて、宇宙用途への展開も視野に

【電力系統用蓄電池】

【定置用蓄電池】

【車載用蓄電池】

従来の電池が適用困難である
極限環境下のミッションに搭載

非常用自家発電機の代替や
猛暑時のピークカットに活用

電気自動車・燃料電池自動車
など、次世代車に必要不可欠

太陽電池発電所の出力を安定
させるほか、揚水発電の代替
手段

【宇宙用蓄電池】

全固体リチウムイオン二次電池の開発
機関名：

プロジェクト概要

2016年3月～ 2019年3月

【目的】 【内容】

　全固体リチウムイオン二次電池は、高エネルギー密
度、使用温度域が広い、高い安全性、そして長寿命と
言った特徴を有することから、従来の電解液式のリチ
ウムイオン電池で抱えていた課題の解決が期待されて
いる。宇宙用途においても、従来の電池では適用する
ことが困難であった極限温度環境下での適用が有望視
されている。本研究では、全固体リチウムイオン二次
電池の試作・評価を通じ、極限環境に対する耐性強
化、ならびに大型化・高容量化を実現し、将来の惑星
探査ミッション適用に向けて革新的な蓄電池技術を獲
得することを目的とする。

　宇宙探査機への適用を目的とし、これまでの実績を
上回る性能の実現するため以下の開発を進めている。
①極限環境下で安定動作可能な全固体リチウムイオン
二次電池の検討、試作：100℃を超える厳しい高
温・低温環境に耐え、必要な運用期間に安定的に動
作する電池の実現を目指した検討と試作を行う。
②二次電池の大型化、高容量化検討、試作：これまで
の実績を大きく超える大型化、高容量化を目指し電
池の構成やパッケージなどの検討と試作を行う。
③試作電池の各種評価：試作した電池を、高温、低温
環境や、振動環境など厳しい環境の元で評価し、特
性の把握を行う。
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低コスト高出力な半導体アンプを共同開発

PROCYON搭載

JAXAの保有技術

S帯1kW級半導体アンプ X帯20W級半導体アンプ

内之浦宇宙空間観測所

安価な
固体化
レーダー

固体化マリン
レーダーの
利用促進

複数レーダーの
協調システム

産業活性化・
市場規模拡大

探査機
カプセル回収

周波数利用
効率の向上

ユーザー負担
の低減低コスト

X帯半導体
アンプ

将来イメージ

宇宙開発への
応用

固体化レーダー開発のニーズ

電波資源の有
効利用

維持費負担の
低減

RFデバイス
の進歩

マリンレーダーを取り巻く環境

X帯半導体アンプの開発が課題

低コスト化小型化に課題国産マリンレーダーの
世界シェアは60%以上

固体化マリンレーダーの開発
機関名：

プロジェクト概要

2016年3月～ 2018年3月

【目的】 【内容】

　船舶の航行の安全を守る “マリンレーダー” では、
周波数の有効利用や維持費負担の低減から、マイクロ
波の出力に半導体増幅器を用いた “固体化マリンレー
ダー” の開発が求められている。近年半導体増幅器は
ワイドバンドギャップを達成するGaN（窒化ガリウ
ム）を代表に、高い出力電力を得ることが可能になっ
てきているが、小さな船舶に搭載するには未だ高価で
あるのが現状である。本テーマではこの低コスト化に
着目をし、商用機として市場展開が可能な性能、価
格、寸法を満たした固体化マリンレーダーを開発する
ことを目的とする。高出力な半導体増幅器は様々なシ
ステムに応用可能であり、この成果は宇宙応用を含
め、広く展開が可能と考える。

　JAXAの実績である内之浦宇宙空間観測所における
S帯１kW級半導体アンプ、およびPROCYON搭載X帯
20W級半導体アンプの成果を基に、以下の３点に着
目をして低コスト化に向けた開発を進める。
①材料レベルからの設計
汎用性に長けた市販デバイスを使用するのではな
く、より材料に近いレベルから、ニーズに特化した
設計を行うことで、原材料費の低減を図る。
②高効率化・小型化
電源回路や筐体など、周辺機材に要求される性能を
軽減し、増幅器全体としての低コスト化を図るた
め、高効率化・小型化を追求する。
③高い性能再現性
量産時の作業工数低減や信頼性確保のため、性能再
現性の高い設計を行う。
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